
(1） 昭和54年10月I日 広報 ほ う じ ょ う 第110 号 

町の人口 

（昭和54年8月31日現在） 

前月比較 
男 3, 876 ( 0 ) 

女 4. 126 (-1 ) 

計 8. 002 (-1 ) 

世帯数 2,371 (+5 ) 

四
期
目
に
臨
ん
で
 

町
長
 

中
 

島
 

義
 

章
 

日
中
は
ま
だ
残
暑
を
感
ず
る
季
節
で
 

す
が
、
町
民
の
皆
様
に
は
益
々
御
清
祥
 

の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

私
、
去
る
九
月
二
十
三
日
の
町
長
選
 

挙
に
お
い
て
、
無
投
票
当
選
の
栄
に
浴
 

し
、
引
続
い
て
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
 

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

時
あ
た
か
も
産
炭
地
市
町
村
に
と
っ
 

て
重
大
な
時
局
に
立
ち
至
っ
て
お
り
ま
 

す。 す
な
わ
ち
産
炭
地
域
浮
揚
の
た
め
の
 

関
係
法
律
 

※
産
炭
地
域
振
興
臨
時
措
置
法
 

（
昭
和
五
六
年
一
一
月
一
二
日
）
 

※
石
炭
及
び
石
油
対
策
特
別
会
計
法
 

（
昭
和
五
七
年
三
月
三
一
日
）
 

※
炭
鉱
離
職
者
臨
時
措
置
法
 

（
昭
和
五
七
年
三
月
三
一
日
）
 

※
臨
時
石
炭
鉱
害
復
旧
法
 

※
石
炭
鉱
害
賠
償
等
臨
時
措
置
法
 

（
昭
和
五
七
年
七
月
三
一
日
）
 

が
、
こ
こ
三
年
以
内
に
ほ
と
ん
ど
期
限
 

切
れ
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ぎ
い
ま
 

す。 も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
諸
法
律
が
失
効
 

す
る
と
、
方
城
町
の
振
興
に
大
き
な
障
 

害
に
な
る
こ
と
は
、
火
を
見
る
よ
り
明
 

ら
か
で
あ
り
ま
す
。
関
係
市
町
村
、
関
 

係
組
織
、
地
域
住
民
会
議
な
ど
、
あ
げ
 

て
法
延
長
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
の
で
 

な
ん
ら
か
の
措
置
が
は
か
ら
れ
る
状
勢
 

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
数
年
間
の
内
 

法
律
の
存
在
中
に
我
々
の
方
城
町
が
、
 

解
決
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
 

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
 

一
、
失
業
者
対
策
 

一
一
、
鉱
害
復
旧
 

三
、
農
業
振
興
 

四
、
住
宅
整
備
 

五
、
下
田
川
公
立
病
院
の
建
設
 

六
、
町
財
政
の
健
全
化
 

七
、
人
づ
く
り
 

等
で
ご
ぎ
い
ま
す
。
 

町
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
方
城
町
は
 

住
み
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
え
る
町
づ
く
 

h
も
 町

民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
方
城
町
民
 

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
て
る
、
そ
ん
 

な
方
城
町
に
す
る
た
め
に
、
私
達
は
全
 

力
投
球
を
し
て
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
。
 

ー
一
〇
〇
年
の
顔
 

大
字
伊
方
犬
星
、
赤
松
キ
ク
さ
ん
（
一
O
〇
才
）
当
町
の
長
寿
番
付
一
番
だ
。
 

一
世
紀
に
わ
た
る
風
雪
に
耐
え
た
顔
、
苦
難
に
へ
こ
た
れ
な
い
楽
天
主
義
は
光
栄
あ
 

る
町
の
歴
史
を
築
い
て
き
た
先
人
の
持
ち
味
で
あ
り
、
貴
重
な
遺
産
で
あ
る
。
 

赤
松
キ
ク
き
ん
に
聴
く
 

、

大

字

伊

方

犬

星

 

／ 

「
明
治
十
ニ
年
ニ
月
三
日
生
、
 

＠
 
特
別
の
健
康
法
？
 

（ 

族
の
人
の
話
に
よ
れ
ば
、
力
士
の
 

特
別
に
そ
う
い
う
事
を
考
え
て
行
動
 

名
前
は
覚
え
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
北
 

し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
 

ノ
湖
、
輪
島
が
土
俵
に
上
が
れ
ば
、
顔
 

来
る
だ
け
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
庭
 

を
覚
え
て
い
て
一
生
懸
命
応
援
す
る
と
 

の
そ
う
じ
と
草
取
り
 

は
、
私
が
一
切
引
き
 

受
け
て
や
っ
て
お
り
 

ま
す
。
 

（
庭
に
は
ほ
 

と
ん
ど
草
が
な
い
）
 

＠
 
好
き
な
食
物
？
 

特
別
に
好
き
な
食
 

物
と
い
っ
て
も
、
思
 

い
浮
び
ま
せ
ん
が
、
 

私
は
嫌
い
な
食
物
は
 

あ
り
ま
せ
ん
。
何
で
 

も
感
謝
し
な
が
ら
い
た
だ
い
て
お
り
ま
 

す。 
＠
 
楽
し
み
 

耳
が
遠
い
の
で
テ
レ
ビ
は
あ
ま
り
見
 

ま
せ
ん
が
相
撲
が
好
き
で
よ
く
見
ま
す
。
 

与
野
党
を
問
わ
ず
、
私
に
対
し
初
心
 

に
帰
れ
と
要
求
し
て
お
り
ま
す
。
 

謙
虚
な
気
持
で
町
民
皆
様
の
声
に
耳
 

を
傾
け
、
自
己
反
省
を
し
な
が
ら
町
政
 

い
う
。
 

⑨
 
や
り
た
い
こ
と
 

畑
仕
事
が
好
き
で
 

し
て
み
た
い
の
で
す
 

が
 

（
現
在
、
車
 

庫
等
が
建
っ
た
た
め
 

畑
は
な
い
）
 

に
携
わ
る
こ
と
を
お
約
束
し
て
、
ご
あ
 

い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

（
昭
和
五
十
四
年
九
月
二
十
九
日
）
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(3） 昭和54年10月1日 広 第 110 号 昭和M年10月1日 広報 ほ う じ ょ う （2) よ
 

」し
 

，つ
 

ほ
 

第110 号、つ
 

よ
 

」し
 

、つ
 

》
一

 報
 

び

っ

く

り
 

お

し

ゃ

べ

り

イ

ン

コ
 

き
ゅ
う
か
ん
ち
ょ
う
が
、
人
間
の
言
 

葉
を
し
ゃ
べ
る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
は
 

な
い
が
、
イ
ン
コ
 
（
ダ
ル
マ
イ
ン
コ
）
 

が
、
お
早
う
ガ
と
い
っ
た
の
で
び
っ
く
 

り・ 

。」
 

こ
の
イ
ン
コ
を
飼
育
し
て
い
る
の
は
 

伊
方
倉
石
社
宅
の
高
山
美
智
子
さ
ん
。
 

六
ケ
月
前
よ
り
飼
い
は
じ
め
た
も
の
で
 

す
。
現
在
は
お
早
う
、
と
い
う
言
葉
だ
 

け
し
か
し
ゃ
べ
り
ま
せ
ん
が
、
次
第
に
 

レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
 

し
ょ
う
。
な
お
こ
の
イ
ン
コ
の
愛
称
は
 

『
き
ゅ
う
ち
ゃ
ん
』
と
呼
ば
れ
て
お
り
 

き
ゅ
・
フ
ち
ゃ
ん
お
早
う
、
と
い
え
ば
、
 

元
気
で
可
愛
い
声
が
「
お
早
よ
う
」
と
 

帰
っ
て
く
る
。
 

家
族
の
一
員
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
 

い
る
高
山
さ
ん
、
ど
こ
に
行
く
に
も
一
 

緒
だ
。
 
ち
ょ
こ
ん
と
肩
に
乗
っ
て
あ
い
 

き
ょ
う
を
ふ
り
ま
い
て
い
る
。
 

動
物
愛
護
週
間
に
ち
な
ん
で
、
町
で
 

拾
っ
た
ホ
ッ
ト
な
話
題
で
し
た
。
 

郵
便
局
の
簡
易
保
険
積
立
金
 

十
二
兆
円
突
破
に
つ
い
て
 

国
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
 

た
「
郵
便
局
の
簡
易
保
険
」
は
、
毎
年
 

四
百
万
件
以
上
の
新
規
加
入
を
い
た
だ
 

い
て
お
り
ま
す
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
 

資
金
総
額
が
、
去
る
八
月
二
十
七
日
に
 

十
二
兆
円
に
達
し
ま
し
た
。
 
一
口
に
十
 

二
兆
円
と
い
っ
て
も
見
当
が
つ
き
ま
せ
 

ん
が
、
国
民
一
人
当
た
り
約
十
一
万
円
 

の
お
金
を
簡
易
保
険
に
預
け
て
い
る
の
 

と
同
様
の
勘
定
に
な
り
、
そ
の
膨
大
さ
 

が
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
 

で
は
、
こ
の
簡
易
保
険
資
金
は
ど
の
 

よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

皆
様
が
日
常
何
気
な
く
利
用
さ
れ
て
い
 

る
鉄
道
や
道
路
あ
る
い
は
県
や
市
町
村
 

で
建
設
す
る
学
校
や
住
宅
、
公
園
等
に
 

融
資
さ
れ
、
豊
か
な
町
づ
く
り
、
住
み
 

よ
い
社
会
づ
く
り
に
役
立
っ
て
お
り
ま
 

す。
 当

方
城
町
に
も
五
十
四
年
度
中
に
公
 

営
住
宅
建
設
事
業
等
に
四
四
、
五
O
O
 

万
円
が
融
資
さ
れ
、
総
額
で
一
七
三
、
 

二
四
O
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

郵
便
局
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
を
機
 

会
に
簡
易
保
険
の
一
層
の
普
及
を
図
り
 

国
民
生
活
の
向
上
、
発
展
に
役
立
つ
よ
 

う
、
さ
ら
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 

方
信
園
新
設
 

当
町
に
は
す
で
に
、
特
別
養
護
老
人
 

ホ
ー
ム
 
「
福
智
園
」
 

（
収
客
人
員
一
o
 

〇
名
）
が
上
弁
城
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
 

の
度
東
古
門
地
区
（
東
古
門
町
営
住
宅
 

の
近
く
）
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 

「
方
信
園
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

施
設
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

建
坪
 

一
、
四
六
二
d
 

構
造
 
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
平
 

家
建
 

収
容
人
員
 

五
〇
名
 

お
め
で
と
う
県
知
事
表
彰
受
賞
 

永
末
義
雄
さ
ん
 

去
る
九
月
二
十
日
福
岡
県
老
人
福
祉
 

こ
れ
は
方
城
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

大
会
記
念
式
典
に
お
い
て
、
上
弁
城
の
 

に
と
り
ま
し
て
本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
 

老
人
福
祉
連
合
会
単
位
会
長
永
末
義
雄
 

で
す
。
 

さ
ん
が
県
知
事
よ
り
特
別
老
人
福
祉
の
 

今
後
共
福
祉
向
上
の
た
め
の
御
活
躍
 

増
進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
た
い
し
表
 

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

米
寿
（
八
十
八
才
）
者
に
対
す
る
 

記
念
品
の
贈
呈
に
つ
い
て
 

郵
便
局
の
簡
易
保
険
で
は
、
本
年
も
 

栗
田
 

ョ
子
 

様
 

米
寿
（
八
十
八
才
、
明
治
二
十
四
年
生
 

れ
の
方
）
を
迎
え
ら
れ
た
方
を
対
象
に
 

米
寿
を
祝
し
て
次
の
方
々
に
郵
政
大
臣
 

か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

記
 

米
寿
者
御
氏
名
 

永
末
フ
サ
ノ
 

様
 

草
場
ォ
サ
メ
 

加
来
 

フ
ミ
 

一
 

三
代
 

ー 

ガ 

木
村
 
茂
市
 

ガ 

奥
川
も
く
次
郎
ガ
 

金
田
郵
便
局
 

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
差
別
の
な
い
町
づ
く
り
を
 

優
勝
は
久
六
常
会
 

第
十
一
回
町
民
運
動
会
 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
九
月
九
日
、
第
十
 

一
回
町
民
運
動
会
が
開
催
さ
れ
白
熱
の
 

競
技
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
優
勝
の
 

栄
に
輝
い
た
の
は
久
六
常
会
で
し
た
。
 

年
々
参
加
常
会
が
増
加
し
て
い
ま
す
 

が
今
年
は
 28 

常
会
の
参
加
で
し
た
。
小
 

学
生
よ
り
老
年
ま
 

で
幅
広
い
選
手
の
 

競
技
が
く
り
ひ
ろ
 

げ
ら
れ
ま
し
た
が
 

特
に
リ
レ
ー
競
走
 

な
ど
で
は
、
ラ
ン
 

ナ
ー
 
（
走
者
）
が
 

出
場
し
た
常
会
の
 

前
を
走
る
時
は
、
 

（
た
と
え
そ
の
走
 

者
が
最
終
で
あ
っ
 

て
も
）
選
手
に
送
 

る
声
援
が
グ
ラ
ン
 

ド
い
っ
ぱ
い
に
響
 

き
わ
た
る
。
 

方
城
町
も
施
設
面
に
お
い
て
は
あ
る
 

程
度
完
成
し
た
。
「
町
民
セ
ン
タ
ー
」
 

と
し
て
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
町
民
体
 

育
館
、
教
育
委
員
会
、
老
人
福
祉
セ
ン
 

タ
ー
、
町
民
プ
ー
ル
、
中
央
公
園
、
等
。
 

今
度
は
こ
の
施
設
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
 

ニ
テ
ィ
（
近
隣
社
会
）
活
動
を
推
進
し
 

明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
し
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
段
階
に
来
て
い
る
と
思
 

わ
れ
る
が
、
年
々
発
展
し
て
行
く
町
民
 

運
動
会
も
こ
の
コ
ミ
ュ
 
ニ
テ
ィ
づ
く
り
 

の
一
環
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
 

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

な
お
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

☆
 
優
 
勝
 

久
六
常
会
 

☆
 
準
優
勝
 

迫
常
会
 

語
 

p
 

5
位
 

バ
ト
ミ
ン
 

』
 

ト
ン
教
室
 

馴
 

6
位
 

中
村
建
具
 

☆
 

三
位
 
山
ノ
 

手
常
会
 

☆
 
職
域
団
体
対
 

抗
リ
レ
ー
 

男
子
の
部
 

(A

パ
ー
ト
）
 

1
位
 
方
城
町
職
 

労
 

2
位
 

久
喜
建
設
 

3
位
 

教
育
委
員
 

会
 

4
位
 
伊
野
組
 

7
位
 
中
村
設
備
 

8
位
 
早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
 

(B

パ
ー
ト
）
 

1
位
 

町
内
教
職
員
 

2
位
 
朝
部
総
建
 

3
位
 
体
 
協
 

4
位
 

山
口
組
 

5
位
 

町
青
年
団
 

6
位
 

野
添
親
友
会
 

7
位
 

か
ら
お
け
友
の
会
 

女
子
の
部
 

1
位
 

2
位
 

町
青
年
団
 

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
教
室
 

3
位
 

日
立
マ
ク
セ
ル
 

4
位
 

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
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道路標識週間10月15日～20日 

，

・

 

見落とさないてニ 

道路標標（とくに案内標識）は私たちのノノ足ガ 

の大切なガイド役をしてくれます。 

市街地 本線 

こと‘プ 

囲
 

回
 

タ
立
や
 

八
十
路
の
私
を
さ
わ
が
せ
る
 

一
日
を
二
日
に
暮
ら
す
昼
ね
か
な
 

長
雨
で
よ
ろ
こ
ん
だ
の
は
草
ば
か
り
 

初
秋
や
ガ
ス
鉄
砲
で
目
を
さ
ま
し
 

あ
ら
う
れ
し
二
百
十
日
に
風
も
な
く
 

中

原

 
末

松

 

栄
 

、つ
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お
知
ら
せ
 

舞
尋
ジ
春
 

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を
隣
人
に
 

赤
い
羽
根
「
共
同
募
金
運
動
」
 

今
年
も
＋
月
一
日
か
ら
、
赤
い
羽
根
 

の
「
共
同
募
金
運
動
」
が
始
ま
り
ま
す
。
 

こ
の
運
動
は
、
お
互
い
の
助
け
合
い
精
 

神
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
手
で
、
 

め
ぐ
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
生
活
の
向
上
 

を
は
か
る
な
ど
の
福
祉
活
動
に
必
要
な
 

資
金
を
集
め
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
赤
い
 

羽
根
は
、
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
に
助
 

け
合
い
な
が
ら
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
 

を
つ
く
ろ
う
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
 

心
を
表
し
た
も
の
で
す
。
 

昨
年
は
、
全
国
で
約
百
四
十
三
億
円
 

の
募
金
が
集
ま
り
、
生
活
に
困
っ
て
い
 

る
人
や
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
配
分
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

百
四
十
三
億
円
と
い
い
ま
す
と
、
国
 

民
一
人
当
た
り
に
し
て
百
四
十
二
円
の
 

募
金
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

共
同
募
金
の
運
動
母
体
で
あ
る
社
会
福
 

祉
法
人
中
央
共
同
募
金
会
で
は
、
い
ま
 

の
十
倍
、
約
一
千
億
円
（
国
民
一
人
当
 

た
り
千
円
）
達
成
を
め
ぎ
し
て
、
み
な
 

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

方
城
町
に
お
け
る
五
十
三
年
度
の
募
 

金
目
標
額
は
、
七
十
五
万
七
千
百
円
で
、
 

こ
れ
に
対
す
る
実
績
募
金
額
は
、
百
三
 

万
四
千
三
百
九
十
円
で
し
た
。
 

（
内
訳
 

一
般
募
金
五
十
四
万
三
百
九
十
円
、
会
 

社
等
募
金
三
十
ニ
万
三
千
円
、
バ
ッ
チ
 

募
金
十
六
万
四
千
円
）
 

皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
協
力
を
得
ま
 

し
て
、
目
標
額
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
 

が
で
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

五
十
四
年
度
は
、
五
十
三
年
度
実
績
 

募
金
額
（
百
三
万
四
千
三
百
九
十
円
）
 

に
対
し
九
十
二
万
二
千
二
百
円
を
共
同
 

募
金
会
か
ら
配
分
金
と
し
て
も
ら
う
よ
 

う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
配
分
金
を
方
城
町
共
同
募
金
特
 

別
会
計
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
事
業
予
 

算
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

老
人
福
祉
事
業
費
 

三
ト
二
万
二
千
二
百
円
 

身
障
者
福
祉
事
業
費
 

二
十
万
円
 

児
童
青
少
年
福
祉
事
業
費
 

一
一
十
万
円
 

生
活
環
境
福
祉
事
業
費
 

二
十
万
円
 

合
計
 
九
十
二
万
二
千
二
百
円
 

こ
の
予
算
額
の
内
約
三
十
万
円
は
、
 

八
月
末
現
在
既
に
予
算
執
行
さ
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
し
た
。
 

本
年
度
町
の
目
標
額
は
、
百
十
七
万
 

四
千
五
百
円
一
世
帯
当
た
り
の
目
安
は
 

五
百
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

地
域
の
社
会
福
祉
を
高
め
る
た
め
、
 

こ
の
事
業
を
ご
理
解
の
う
え
、
皆
様
の
 

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
で
 

全
国
防
犯
運
動
に
つ
い
て
 

よ
ご
す
ま
い
わ
れ
ら
の
町
を
 11
 

【 

寺胡罰 

家
屋
の
増
改
築
等
に
よ
る
廃
棄
材
料
 

や
、
家
庭
の
出
し
忘
れ
な
ど
の
ゴ
ミ
を
 

山
林
・
河
川
や
空
地
な
ど
に
捨
て
て
い
 

る
の
を
見
受
け
ま
す
が
、
環
境
が
悪
く
 

な
り
衛
生
的
に
も
悪
く
、
特
に
河
川
は
 

私
達
の
暮
し
に
欠
か
せ
な
い
み
ん
な
の
 

財
産
で
す
。
私
達
ひ
と
り
ひ
と
り
が
日
 

頃
か
ら
心
が
け
て
、
空
地
や
河
川
な
ど
 

に
捨
て
ず
、
き
ち
ん
と
決
っ
た
収
集
日
 

に
、
ゴ
ミ
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
出
し
忘
れ
た
ゴ
ミ
や
廃
棄
材
料
 

等
に
つ
い
て
は
、
役
場
住
民
課
で
下
田
 

川
塵
芥
清
掃
セ
ン
タ
ー
利
用
許
可
証
を
 

貰
っ
て
赤
池
町
に
あ
る
下
田
川
塵
芥
清
 

掃
セ
ン
タ
ー
に
持
っ
て
行
っ
て
下
さ
い
。
 

不
法
投
棄
を
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
 

※
私
達
の
住
ん
で
い
る
町
を
美
し
く
住
 

み
よ
い
環
境
に
す
る
た
め
に
、
 
一
層
の
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

母

親

学

級

ご

案

内

 

丈
夫
な
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
た
め
 

に
、
あ
な
た
は
い
ま
健
や
か
な
赤
ち
ゃ
 

ん
の
誕
生
を
待
ち
望
む
と
と
も
に
お
産
 

に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
不
安
や
悩
み
 

を、 

お
持
ち
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
 

妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
知
識
を
学
び
、
 

又
お
友
達
と
悩
み
を
話
し
あ
え
る
母
親
 

学
級
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
田
川
 

保
健
所
で
は
母
親
学
級
を
開
催
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

申
し
込
み
方
法
 
田
川
保
健
所
又
は
町
 

役
場
住
民
課
 

場
所
 
田
川
保
健
所
 

期
日
 
第
一
金
曜
日
・
第
二
金
曜
日
 

第
三
金
曜
日
 

時
間
 
午
後
一
時
か
ら
三
時
三
〇
分
 

善
意
と
ご
協
力
に
よ
り
、
本
年
度
も
昨
 

年
同
様
目
標
額
を
達
成
さ
せ
て
い
た
だ
 

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

☆
期
間
 

o 10 

月
 11 

日
（
木
）
か
ら
 10 

月
 20 

日
（
土
）
ま
で
 

☆
重
点
 

o
あ
き
巣
ね
ら
い
の
防
止
 

o
自
転
車
盗
難
の
防
止
 

☆
全
国
統
一
標
語
 

o
両
隣
互
に
か
け
あ
う
声
と
カ
ギ
 

o
自
転
車
は
カ
ギ
と
名
前
が
よ
い
 

見
張
り
 

※
あ
き
巣
ね
ら
い
の
防
止
心
得
 

＠
じ
ょ
う
ぶ
な
カ
ギ
で
戸
締
り
を
し
 

料
金
 

テ
キ
ス
ト
代
三
五
〇
円
 

ま
し
ょ
う
。
 

移

動

県

政

、

交

通

事

故

 

カ
ギ
の
か
け
忘
れ
や
、
カ
ギ
の
設
 

相

談

の

お

知

ら

せ

 

備
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
侵
入
す
る
 

県
で
は
、
次
の
よ
う
に
移
動
県
政
相
 

ド
ロ
ボ
ー
が
一
番
多
く
発
生
し
て
 

談
、
交
通
事
故
相
談
を
開
設
レ
J
ま
す
o
 

い
ま
す
。
 

福
祉
・
年
金
・
道
路
・
保
健
な
ど
県
 

＠
ち
ょ
っ
と
の
外
出
で
も
隣
に
声
を
 

政
一
般
に
対
す
る
意
見
、
要
望
、
苦
情
 

か
け
、
カ
ギ
を
忘
れ
ず
に
。
 

や
交
通
事
故
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

※
自
転
車
盗
難
防
止
心
得
 

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
o
 

自
転
車
は
 
「
ち
ょ
っ
と
道
端
に
と
 

＠
期
日
 
十
月
二
四
日
（
水
曜
日
）
 

め
て
い
た
」
 
「
カ
ギ
を
か
け
て
い
な
 

⑥
時
間
 

一
三
時
か
ら
一
六
時
ま
で
 

か
っ
た
」
も
の
が
盗
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

⑥
場
所
 
田
川
郡
川
崎
町
大
字
田
原
七
 

⑨
ち
ょ
っ
と
の
間
で
も
、
必
ず
カ
ギ
 

九
一
5

一 

川
崎
中
央
公
民
館
 

※
 

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
県
総
 

務
葺
叩
広
報
室
（
電
話
 

〇
九
ニ
・
七
七
 

を
か
け
ま
し
ょ
う
。
 

＠
名
前
と
防
犯
登
録
を
忘
れ
ず
に
し
 

ま
し
ょ
・
フ
。
 

一
・
六
〇
五
〇
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
⑨
自
転
車
の
保
管
は
厳
重
に
。
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